
                地域密着型金融の取組事例（平成 26年度） 

  

 

担い手のライフサイクルに応じた支援 

 

タイトル「ＪＡグループ担い手営農復興支援ビッグフェア 2015 in 宮城」 

ＪＡ名 ＪＡバンク宮城 （宮城県） 

                  

 

１ 動機 

（経緯） 

本県農業に甚大な被害をもたらした東日本大震災から 4 年以上が経過しました。

被災地では農業振興に向けた地道な取組みが続いており多くの農地が復旧したも

のの，営農の再開は未だ道半ばとなっております。 

 ＪＡグループ宮城は系統農機メーカーと連携し，担い手に対して復旧・復興に

資する情報やコスト低減対策等を提案することにより，農家手取り向上と持続可

能な営農を確立するために本イベントを開催しました。 

 

２ 概要 ○ 開催日・場所 

平成 27年 6月 25 日（木）・26日（金） 

グランディ・21 第 7駐車場特設会場 

○ 開催内容 

（1）担い手営農情報提供コーナー 

  （出展団体：ＪＡ宮城中央会・ＪＡ共済連宮城・農林中金仙台支店等） 

（2）農業機械展示関係コーナー 

○ 農林中金出展内容 

（1）農業資金ニーズ把握のためのアンケート実施 

（2）来場者にＪＡバンクグッズを進呈し，ＪＡグループの取組みをＰＲ 

 

３ 成果 

（効果） 

【イベント実績】 

○動員人数実績：1,969 名 

○成約金額実績：1,661,905 千円 

【農林中金実績】 

○ アンケート回収数：320 枚 

→アンケート回収数は過去最多となり，多くの来場者の資金ニーズを把握するこ

とができました。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

○ 引き続き，ＪＡグループが一体となり地域の各関連企業と連携することで，

東北地方の農林水産業をはじめ地域産業の復旧・復興に貢献します。 

ＪＡバンクとして，多角的な情報収集を行い，お客様の資金ニーズに柔軟にお応

えします。 

 

 


